
公表：令和5年3月24日

事業所名P.P.P.ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ！児島　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者等数（児童数）　　　回収数　19 割合　73 ％

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

ご意見を踏まえた

対応

1 子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか 16 3

・見学に行った時にしか見たことがない。

・子どもが過ごしやすく無駄なスペースが

ないように思う。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 15 4

・丁寧に対応してくれている。

・その日の配置数など知らされていない

し、専門性を聞かれてもよく分からない。

・その日の配置人数はお伝えしていませんが、

重要事項説明書にて、3～4人の職員配置基準は

満たしています。

・個々の専門性は違うため、研修等に参加する

機会を設けていきます。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境*１に

なっているか。また、障がいの特性に応じ、事業所の設備

等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になさ

れているか

16 1 2

・手帳を見る限り本人もよく分かっている

と思う。

・バリアフリーまで気にして見てなかっ

た。

・施設にエレベーターはあるのか分からな

い。

・エレベーターはなく、完全バリアフリー化に

はなっていませんが、段差は少ない構造になっ

ています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっている

か。また、子ども達の活動に合わせた空間となっているか
17 2

・1、2階ともに清潔で、どのお部屋も活動

に合わせた空間になっていると思う。

5
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上

で、児童発達支援計画*2が作成されているか
18 1

・とても分かりやすく子供に合っていると

思う。

・本人の特性をふまえて作成してもらって

いる。

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児

童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及

び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援

内容から子どもの支援に必要な項目が適切に選択され、そ

の上で、具体的な支援内容が設定されているか

18 1

・とても分かりやすく子供に合っていたと

思う。

・具体的に支援内容を設定してもらってい

る。

7 児童発達支援計画に沿った支援が行われているか 18 1

・計画が日々の支援

に反映されている。

8 活動プログラム*3が固定化しないよう工夫されているか 16 3

・とてもバランスよく工夫されていると思

う。

・毎週活動内容が異なる中で個々にあった

支援をされている。

9
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障がいのな

い子どもと活動する機会があるか
7 2 2 8

・保育園で定型発達の友達と関わってい

る。

・幼稚園に通っているので、困らない。

・事業所で関わる機会があるのか分からな

い。

・コロナ禍で今はないのかと思った。

・保育園や幼稚園で定型発達児との関わりがあ

る為、特に機会は設けていません。

10 運営規定、利用者負担等について丁寧な説明がなされたか 14

・契約の際に丁寧に説明して下さった。

11

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき

支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された

「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明がなさ

れたか

17 2

・契約内容を詳しく説明して下さった。

12
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・トレー

ニング*4等）が行われているか
11 2 3

・ペアレントトレーニングが分からない。

・連絡帳や送迎時、電話連絡などで相談が

出来て助かっている。

・アドバイスをしてもらえた。

・ペアレントトレーニングは、今年度初めて事

業所で実施しました。（7月頃）大変好評だっ

た為、今後も継続して実施していく予定です。

13
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの健康

や発達の状況、課題について共通理解ができているか
16

・手帳のやり取りや電話のやりとりをして

もらっている。

・連絡帳や懇談、又、お電話を通して家庭

や園、事業所での本人の様子を共有しても

らっている。

14
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する助言等の

支援が行われているか
15 1

・手帳のやりとりや電話のやりとりをして

もらっている。

・その都度悩み等あれば相談にのってもら

えてありがたいです。

15
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により保護

者同士の連携が支援されているか
7 2 1 6

・かがやき手帳を書く会や遠足の時に他の

保護者との交流があったのが良かった。

・交流の機会を増やして欲しい。

・会があるのか不明。

・大変好評だった為、次年度も企画を予定して

います。

16

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制

が整備されているとともに、子どもや保護者に周知・説明

され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されて

いるか

14 2

・その都度、適切に対応されています。
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保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果（公表）



17
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮が

なされているか
14 2

・連絡帳や電話、懇談にて丁寧に出されて

いる。

・連絡帳だけでは書ききれない事が多い。

18

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果を子ども

や保護者に対して発信されているか

13 3

・公表されたら見たいと思う。

・会報を見ていない。

・ホームページの見方が分かり難い。

・今年度、会報（あいらんどだより）の発行が

定期的に出来ていなかった為、活動の姿をお伝

え出来るようにして改善していきます。

19 個人情報の取り扱いに十分注意されているか 14 2
・気をつけている。

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マ

ニュアルを策定し、保護者に周知・説明されているか。ま

た、発生を想定した訓練が実施されているか。

9 2 5

・説明を受けた。

・実施されている。

21
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他必要

な訓練が行われているか
10 1 5

・避難訓練をした時に、連絡帳に記載が

あった。

・不明。

22 子どもは通所を楽しみにしているか 13 3

・先生に会えるのや行くのを楽しみにして

いる。

・活動内容によって大きく変わる。

23 事業所の支援に満足しているか 15 1

・とても丁寧に接していただいておりま

す。

*1 この部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、子ども本人にわかりやすくすることです。

*2 児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させ

るための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のことです。これは、児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支援管理責任者が作成します。

*3 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のことです。子どもの障がい特性や課題、平日／休日／長期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されて

います。

*4 保護者が子どもの行動を観察して障がいの特性を理解したり、障がいの特性を踏まえた褒め方等を学ぶことで、子どもが適切な行動を獲得することを目標としています。
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公表：令和5年3月24日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 〇
刺激物（掲示物）の配慮や衝立等

を使用している。

2 職員の配置数は適切である 〇
利用児が少ない時には活動準備や書類整理などの

事務仕事を分担しています。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。

また、障がいの特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情

報伝達等への配慮が適切になされている

〇

部屋数が多いので、活動内容によって

部屋を分けています。子どもに合わせて

視覚支援をしています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

子ども達の活動に合わせた空間となっている
〇

心地よく過ごせるように、気付いたら掃除をするな

ど意識しています。

5
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広

く職員が参画している
〇 定期的に会議にて共有しています。

6
保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施す

るとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている
〇

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所

として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び

改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開している

〇

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 〇 委託して評価は受けていません。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 〇
希望者を募り、

なるべく参加するようにしています。

10
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的

に分析した上で、児童発達支援計画を作成している
〇

年２回懇談を実施して支援の見直

しを行っています。

11
子どもの適応行動の状況を把握するために、標準化されたアセスメン

トツールを使用している
〇

太田ステージ発達検査・

一般発達検査を活用しています。

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援

の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家

族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な項

目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

〇

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 〇

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 〇
会議で活動ねらいを職員全員で

考えています。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 〇
クッキング・製作・ルールのある遊びなど

季節を考えながら組み立てています。

16
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童

発達支援計画を作成している
〇

17
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容

や役割分担について確認している
〇 業務一覧を作成し、職員間で共有しています。

18
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振

り返りを行い､気付いた点等を共有している
〇 終礼・引継ぎノートで共有しています。

19
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげている
〇 連絡帳やパソコンに記録内容を記入しています。

20
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を

判断している
〇

21
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精

通した最もふさわしい者が参画している
〇

相談支援によって差がある。

各担当者が参加している。

（必要に応じて児発管も同席）

22
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援

を行っている
〇

保育園・幼稚園・相談支援と連携している。

必要に応じて、保健師と連携を図っている。

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障がいのある子ども等を支援

している場合）

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支

援を行っている

／ ／

事業所名　P.P.P.プラットフォーム！児島　　　　　　　　　　　　　　
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児童発達支援事業所における自己評価結果（公表）



24

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障がいのある子ども等を支援

している場合）

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている

／ ／

25
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼

稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている
〇

状況表の作成をして、情報提供を

行っています。

26
移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内

容等の情報共有と相互理解を図っている
〇

状況表の作成して、情報提供を行

っています。

27
他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援セ

ンター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている
〇

児童発達支援事業所と情報交換会や研修に

参加しています。また、アドバイザー研修に

参加している。

28
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障がいのない子どもと

活動する機会がある
〇 保育園や幼稚園に在籍している為、設けていない。

29
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加している
〇

30
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課

題について共通理解を持っている
〇

31
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プロ

グラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている
〇 今年度、初めて実施しました。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている 〇

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のね

らい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」

を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の

同意を得ている

〇

34
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、

必要な助言と支援を行っている
〇

35
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護

者同士の連携を支援している
〇

36

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備する

とともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅

速かつ適切に対応している

〇

37
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を

子どもや保護者に対して発信している
〇

おたよりを発行しているが、回数は少なかった為、

改善に努めたい。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 〇 写真掲載についても、同意を得ています。

39
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしている
〇

40
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っ

ている
〇

例年「ふれあいフェア」を実施していましたが、コ

ロナ渦の為、実施出来ていません。

41

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を

策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実

施している

〇
契約時に説明しています。訓練については、

おたよりや連絡帳に記載する様にしています。

42
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っ

ている
〇

火災・不審者・地震・津波の避難訓練を

年間で組んで実施しています。

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いる
〇 プロフィールに記載項目があります。

44
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応が

されている
〇

契約時に確認しています。

現在医師の指示書を受けている方は居ません。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 〇

46
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ている
〇 月1回事業所内で「人権会議」を実施しています。

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発

達支援計画に記載している

〇 契約時に説明している。
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公表：令和　5　年　3月　24日

事業所名　P.P.P.プラットフォーム！児島　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者等数（児童数）　　　　　回収数　　１４　　割合　67　　％

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見を踏まえた対応

1 子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか 13 1

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 10 1 3

重要事項説明書にて配置人数をお知らせして

います。職員の専門性は研修等への参加により今後も維持向上を

図っていきます。

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバリアフリー化

の配慮が適切になされているか
9 5

必要以上のスロープや手すりの設置はありませ

んが、段差等比較的少ない構造になっています。

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、放

課後等デイサービス計画*1が作成されているか
13 1

5 活動プログラム*2が固定化しないよう工夫されているか 13 1

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障がいのない子どもと

活動する機会があるか
6 2 1 5

感染症予防の観点で外出の機会制限してい

ました。今後、地域との交流の機会等作ってい

きたいと思います。

7 支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明がなされたか 14

8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状

況や課題について共通理解ができているか
14

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支援が行われて

いるか
13 1

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により保護者

同士の連携が支援されているか
10 2 2

かがやき手帳を書く会等を令和４年度実施しました。今後も継続し、

保護会等機会をつくっていきます。

11

子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備すると

ともに、子どもや保護者に周知・説明し、苦情があった場合に迅

速かつ適切に対応しているか

9 2 3
「なんでも相談」というシステムがあります。

おたよりでもお知らせしていきたいと思います。

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がな

されているか
12 1

連絡帳でのやりとりや、お迎えの時に対面で

利用中の様子などお話しできるようにしています。

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事予定、連絡

体制等の情報や業務に関する自己評価の結果を子どもや保護

者に対して発信しているか

12 1 1

14 個人情報に十分注意しているか 14

15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル

を策定し、保護者に周知・説明されているか
10 2 2

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他必要な訓

練が行われているか
10 4

避難訓練や消防署見学等実施しています。

今後も多様な災害にそなえていきます。

17 子どもは通所を楽しみにしているか 11 2 1
子どもたちと一緒に活動内容を企画したり工夫

していきます。

18 事業所の支援に満足しているか 14

*2 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のことです。子どもの障がい特性や課題、平日／休日／長期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施さ

れることが想定されています。
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*1 放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時

期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のことです。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責

任者が作成します。

保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）



公表：令和　5　年　3　月　24　日 事業所名　P.P.P.プラットフォーム！児島　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 〇
本館が使用出来る

日は、広い空間を提供。

2 職員の配置数は適切である 〇
基準配置以上の配置ができるように

しています

3
事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮が適切になさ

れている
〇 子どもさんの状況により、配慮出来る。 ２階フロアへの車椅子移動は困難です。

4
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画している
〇 終礼・会議を実施しています。

5
保護者等向け評価表を活用する等によりアンケート調査を実

施して保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている
〇

会議等で話合い、

改善方法を取り入れています。

6
この自己評価の結果を、事業所の会報やホームページ等で公

開している
〇 玄関掲示、法人HPで公開しています。

7
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげ

ている
〇 外部評価は実施出来ていません。

8 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 〇 研修の機会を増やしていきたいと思います。

9

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を

客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成し

ている

〇

10
子どもの適応行動の状況を把握するために、標準化されたア

セスメントツールを使用している
〇

小学生にとってのアセスメントツールを用いる

のが良いのか、考えていきたいと思います。

11 活動プログラムの立案をチームで行っている 〇

年間予定をもとに、担当者中心に立案してい

ます。会議等で、より多くの意見を取り入れながら立

案していこうとおもいます。

12 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 〇 毎週違う集団活動を計画している。

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細やかに設定して

支援している
〇

土曜日のみ実施となります。夏や冬の長期休みはイ

ベントを取り入れる様にしています。

14
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わ

せて放課後等デイサービス計画を作成している
〇

15
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支

援の内容や役割分担について確認している
〇

事前に活動の流れや役割分担を作成し、

把握している。

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた

支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している
〇 終礼・引継ぎノートを使用している。

17
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底し、支援の検

証・改善につなげている
〇

18
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見

直しの必要性を判断している
〇

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせて支援を

行っている
〇

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子ども

の状況に精通した最もふさわしい者が参画している
〇

担当職員が参加出来るように日程

調整をしている。

21

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、子どもの

下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生

時の連絡）を適切に行っている

〇

電話連絡、おたよりを配布して活動内容を

お知らせしている。モニタリング時に担任の

先生と情報共有している。

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、子どもの主

治医等と連絡体制を整えている
／ ／ 該当者なし。

23
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童

発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めている
〇 相談支援の担当者から情報を得ている。

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から障害福祉

サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の

情報を提供する等している

〇
状況表を作成し、保護者経由で

次の関係機関へ情報提供している。

環

境

・

体

制

整

備

業

務

改

善

適

切

な

支

援

の

提

供

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）



25
児童発達支援センターや発達障害者支援センター等の専門

機関と連携し、助言や研修を受けている
〇 研修参加後、職員間で共有している。

研修に併せて、様々な職員が参加できるようにして

いく。

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障がいのない子ども

と活動する機会がある
〇

感染症予防の観点で外出活動の制限をしてい

ましたが、少しずつ地域との交流を企画していきたい

と思います。

27 （地域自立支援）協議会等へ積極的に参加している 〇 案内をもらい参加するようにしています。
責任者が参加している為、内容を職員間で

共有していきたいと思います。

28
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の

状況や課題について共通理解を持っている
〇

連絡帳や受け入れ・送り出しの時に

行っている。

29
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対してペア

レント･トレーニング等の支援を行っている
〇

令和４年度に初めて事業所にて実施し、好評だったた

め、次年度も計画しています。

30
運営規程、支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明を

行っている
〇

契約時に説明を行い、閲覧可能な

ファイルを設置している。

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必

要な助言と支援を行っている
〇 懇談や電話、連絡帳で実施している。

32
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士の連携を支援している
〇

・かがやき手帳を書く会を実施し、

保護者同士が関わる機会を提供。

かがやき手帳を書く会を継続的に実施し、

保護者同士が関われる機会を提供していきます。

33

子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備する

とともに、子どもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速

かつ適切に対応している

〇 ・子供との面談の機会をもっている。

34
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等

の情報を子どもや保護者に対して発信している
〇 あいらんどたよりを配布している。 定期的に発行していけるようにします。

35 個人情報に十分注意している 〇

36
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のた

めの配慮をしている
〇

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業

運営を図っている
〇

例年地域向けの「ふれあいフェア」を実施しています

が、コロナ渦で実施出来ていません。

38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュア

ルを策定し、職員や保護者に周知している
〇 契約時に説明しています。

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練を行っている
〇

年間活動計画に取り入れ、

おたよりで活動報告している。

消防署見学、避難訓練の実施。

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な

対応をしている
〇

毎月人権会議の実施と

チェック表を記入している。

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組

織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を

得た上で、放課後等デイサービス計画に記載している

〇 法人でガイドラインがあります。
契約時に保護者には話をしています。

現在、身体拘束をしないといけな対象者はいません。

42
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づ

く対応がされている
〇 プロフィールに記載欄があります。

医師の指示書がある方は、提出をお願いしてい

ます。

43 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 〇
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